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管理ワークフロー

作業を開始する前に

これらのワークフローは、 Astra 管理対象クラスタ内でアプリケーションを管理する際
に使用できます。

これらのワークフローは、ネットアップがいつでも拡張および強化できるため、定期的に確認
する必要があります。

一般的な準備

いずれかの Astra ワークフローを使用する前に、を確認してください "ワークフローを使用する準備をします
"。

ワークフローのカテゴリ

管理ワークフローは、目的のワークフローを見つけやすくするために、さまざまなカテゴリに分類されていま
す。

カテゴリ 説明

アプリケーション制御 これらのワークフローでは、管理対象アプリケーションと管理対象外アプリケー
ションを制御できます。アプリをリスト表示したり、管理アプリを作成および削
除したりできます。

アプリケーションの保護 これらのワークフローを使用して、 Snapshot とバックアップを通じて管理対象
アプリケーションを保護することができます。

アプリケーションのクロ
ーニングとリストア

ここでは、管理対象アプリケーションのクローニングとリストアのワークフロー
について説明します。

サポート アプリケーションと一般的な Kubernetes 環境をデバッグおよびサポートするた
めのワークフローがいくつかあります。

その他の考慮事項については

管理ワークフローを使用する場合は、さらにいくつかの点を考慮する必要があります。

アプリケーションのクローンを作成します

アプリケーションのクローニングでは、いくつかの点を考慮する必要があります。以下に、 JSON 入力のパ
ラメータを示します。

ソースクラスタの識別子

「 ourceClusterID 」の値は、元のアプリケーションがインストールされているクラスタを常に識別しま
す。

クラスタ ID

「 ClusterId 」の値は、新しいアプリケーションをインストールするクラスタを識別します。
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• 同じクラスタ内でクローニングする場合、「 ClusterId 」と「 ourceClusterID 」には同じ値がありま
す。

• クラスタ間でクローンを作成する場合 ' 2 つの値は異なる値であり 'ClusterId' はターゲット・クラスタ
の ID である必要があります

ネームスペース

「 namespace 」の値は、元のソースアプリケーションとは異なる値にする必要があります。さらに、ク
ローンのネームスペースを作成できず、 Astra がそのクローンを作成します。

バックアップとスナップショット

オプションで 'backupid' または 'napshotID' パラメータを使用して ' 既存のバックアップまたはスナップシ
ョットからアプリケーションのクローンを作成できますバックアップまたはスナップショットを指定しな
い場合は、まずアプリケーションのバックアップを作成し、次にバックアップからクローンを作成しま
す。

アプリケーションの復元

アプリケーションをリストアする際に考慮すべき事項をいくつか示します。

• アプリケーションのリストアは、クローニング処理とほぼ同じです。

• アプリケーションをリストアするときは、バックアップまたはスナップショットを指定する必要がありま
す。

アプリコントロール

アンマネージアプリケーションをリストします

Astra で現在管理されていないアプリケーションをリストできます。これは、管理対象の
アプリケーションを選択する際に行うことができます。

これらのワークフローで使用されている REST エンドポイントは、すべての Astra アプリケー
ションをデフォルトで返します。API 呼び出しで「 filter 」クエリーパラメータを使用して、ア
ンマネージアプリケーションのみを返すように要求できます。代わりに、フィルタパラメータ
を省略してすべてのアプリケーションを返し、出力の「 anagedState 」フィールドを調べ
て、「 unmanaged 」状態のアプリケーションを判別することもできます。

managedState が unmanaged のアプリケーションのみをリストします

このワークフローでは 'filter' クエリー・パラメータを使用して ' 管理対象外のアプリケーションのみを返しま
す

1. 管理対象外のアプリケーションを一覧表示します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

取得 /account/{accountID}/topology/v1/apps の順で指定します
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追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

フィルタ クエリ いいえ フィルタを使用して、どのアプリケーションを返すかを指
定します。

含める クエリ いいえ 必要に応じて、応答で返す値を選択します。

curl の例：アンマネージアプリケーションの名前、 ID 、および managedState を返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/topology/v1/apps?filter=man

agedState%20eq%20'unmanaged'&include=name,id,managedState' --header

'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>'

JSON 出力例
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{

  "items": [

    [

      "maria",

      "eed19f78-0884-4792-bb7a-313258c6b0b1",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "test-postgres-app",

      "1ee6235b-cda1-45cb-8d4c-630bdb8b41a5",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "postgres1-postgresql",

      "e591ee59-ea90-4a9f-8e6c-d2b6e8647096",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "kube-system",

      "077a2f73-4b51-4d04-8c6c-f63b3b069755",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "trident",

      "5b6fc28f-e308-4653-b9d2-6d66a764d2e1",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "postgres1-postgresql-clone",

      "06be05c5-763e-4d73-bd06-1f27f5f2e130",

      "unmanaged"

    ]

  ],

  "metadata": {}

}

すべてのアプリケーションをリストし、管理対象外のアプリケーションを選択します

このワークフローはすべてのアプリケーションを返します。出力を調べて、どちらが管理対象外であるかを確
認する必要があります。

1. すべてのアプリケーションを一覧表示します

次の REST API 呼び出しを実行します。
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HTTP メソッド パス

取得 /account/{accountID}/topology/v1/apps の順で指定します

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

含める クエリ いいえ 必要に応じて、応答で返す値を選択します。

curl の例：すべてのアプリケーションのすべてのデータを返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/topology/v1/apps' --header

'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>'

curl の例：すべてのアプリケーションの名前、 ID 、 managedState を返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/topology/v1/apps?include=na

me,id,managedState' --header 'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer

<API_TOKEN>'

JSON 出力例
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{

  "items": [

    [

      "maria",

      "eed19f78-0884-4792-bb7a-313258c6b0b1",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "mariadb-mariadb",

      "8da20fff-c69c-4170-bb0d-e4f91c5a1333",

      "managed"

    ],

    [

      "test-postgres-app",

      "1ee6235b-cda1-45cb-8d4c-630bdb8b41a5",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "postgres1-postgresql",

      "e591ee59-ea90-4a9f-8e6c-d2b6e8647096",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "kube-system",

      "077a2f73-4b51-4d04-8c6c-f63b3b069755",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "trident",

      "5b6fc28f-e308-4653-b9d2-6d66a764d2e1",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "postgres1-postgresql-clone",

      "06be05c5-763e-4d73-bd06-1f27f5f2e130",

      "unmanaged"

    ],

    [

      "davidns-postgres-app",

      "11e046b7-ec64-4184-85b3-debcc3b1da4d",

      "managed"

    ]

  ],

  "metadata": {}

}
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2. 管理されていないアプリケーションを選択します

API 呼び出しの出力を確認し、「 unmanaged 」に等しい「 anagedState 」を持つアプリケーションを手動で
選択します。

管理対象アプリケーションをリストします

Astra が現在管理しているアプリケーションをリストできます。特定のアプリケーション
の Snapshot やバックアップを検索する際に、この操作を行うことができます。

1. アプリケーションを一覧表示します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

取得 /account/{accountID}/k8s/v1/managedApps

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

含める クエリ いいえ 必要に応じて、応答で返す値を選択します。

curl の例：すべてのアプリケーションのすべてのデータを返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps'

--header 'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>'

curl の例：すべてのアプリケーションの名前、 ID 、および状態を返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps?include=

name,id,state' --header 'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer

<API_TOKEN>'

JSON 出力例
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{

  "items": [

    [

      "test-postgres-app",

      "1ee6235b-cda1-45cb-8d4c-630bdb8b41a5",

      "running"

    ]

  ],

  "metadata": {}

}

管理アプリを取得します

単一の管理対象アプリケーションを記述するすべてのリソース変数を取得できます。

作業を開始する前に

取得する管理アプリの ID が必要です。必要に応じて、ワークフローを使用できます "管理対象アプリケーシ
ョンをリストします" アプリケーションを検索します。

1. アプリケーションを取得します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

取得 /accounts / ｛ account_id ｝ /k8s/v1/managedApps/｛ managedApp_id ｝

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

管理アプリ ID パス はい。 取得する管理アプリケーションの ID 値。

curl の例：アプリケーションのすべてのデータを返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>' --header 'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer

<API_TOKEN>'
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アプリを管理します

Astra がすでに認識しているアプリケーションに基づいて、管理対象アプリケーションを
作成できます。アプリケーションの管理時には、定期的なバックアップとスナップショ
ットを作成してアプリケーションを保護できます。

作業を開始する前に

管理する検出されたアプリケーションの ID が必要です。必要に応じて、ワークフローを使用できます "アン
マネージアプリケーションをリストします" アプリケーションを検索します。

1. アプリケーションを管理します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

投稿（ Post ） /account/{accountID}/k8s/v1/managedApps

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

JSON ボディ（
Body ）

はい。 管理対象アプリケーションを識別するために必要なパラメ
ータを提供します。以下の例を参照してください。

JSON の入力例

{

  "type": "application/astra-managedApp",

  "version": "1.1",

  "id": "7da20fff-c69d-4270-bb0d-a4f91c5a1333"

}

curl の例：アプリケーションの管理

curl --location -i --request POST

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps'

--header 'Content-Type: application/astra-managedApp+json' --header

'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>'  --d @JSONinput
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アプリの管理を解除します

管理対象アプリが不要になった場合は削除できます。管理アプリケーションを削除する
と、関連付けられているスケジュールも削除されます。

作業を開始する前に

管理を解除する管理対象アプリの ID が必要です。必要に応じて、ワークフローを使用できます "管理対象ア
プリケーションをリストします" アプリケーションを検索します。

アプリケーションのバックアップと Snapshot は、削除されても自動的には削除されません。バックアップと
Snapshot が不要になった場合は、アプリケーションを削除する前に削除する必要があります。

1. アプリをアンマネージします

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

削除 /accounts / ｛ account_id ｝ /k8s/v1/managedApps/｛ managedApp_id ｝

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

管理アプリ ID パス はい。 削除する管理対象アプリケーションを指定します。

curl の例：管理対象アプリケーションを削除します

curl --location -i --request DELETE

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>' --header 'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer

<API_TOKEN>'

アプリケーションの保護

Snapshot を一覧表示します

特定の管理対象アプリケーションに対して作成されたスナップショットを一覧表示でき
ます。

作業を開始する前に

スナップショットを表示する管理対象アプリケーションの ID が必要です。必要に応じて、ワークフローを使

10



用できます "管理対象アプリケーションをリストします" アプリケーションを検索します。

1. スナップショットを一覧表示します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

取得 /accounts / ｛ account_id ｝ /k8s/v1/managedApps/｛ managedApp_id ｝
/appSnaps

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

管理アプリ ID パス はい。 リストされたスナップショットを所有する管理アプリケーションを識
別します。

カウント クエリ いいえ 'count=true' の場合 ' スナップショットの数は応答のメタデータセクシ
ョンに含まれます

curl の例：アプリケーションのすべてのスナップショットを返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>/appSnaps' --header 'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer

<API_TOKEN>'

curl の例：アプリケーションのすべてのスナップショットとカウントを返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>/appSnaps?count=true' --header 'Accept: */*' --header

'Authorization: Bearer <API_TOKEN>'

JSON 出力例
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{

  "items": [

    {

      "id": "dc2974ae-f71d-4c81-91b5-f96cf72dc3ba",

      "metadata": {

        "createdBy": "fb093413-b6fc-4a64-a48a-afc32ada8537",

        "creationTimestamp": "2021-06-04T21:23:14Z",

        "modificationTimestamp": "2021-06-04T21:23:14Z",

        "labels": []

      },

      "snapshotAppAsset": "4547658d-cc06-4c1d-ad8a-4a05274d0db0",

      "snapshotCreationTimestamp": "2021-06-04T21:23:47Z",

      "name": "test-postgres-app-snapshot-20210604212213",

      "state": "completed",

      "stateUnready": [],

      "type": "application/astra-appSnap",

      "version": "1.0"

    }

  ],

  "metadata": {

    "count": 1

  }

}

バックアップをリスト表示します

特定の管理対象アプリケーション用に作成されたバックアップをリストできます。

作業を開始する前に

バックアップを表示する管理対象アプリケーションの ID が必要です。必要に応じて、ワークフローを使用で
きます "管理対象アプリケーションをリストします" アプリケーションを検索します。

1. バックアップを一覧表示します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

取得 /accounts / ｛ account_id ｝ /k8s/v1/managedApps/｛ managedApp_id ｝
/appBackups

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。
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パラメータ を入力し
ます

必須 説明

管理アプリ ID パス はい。 リストされたバックアップを所有する管理アプリケーショ
ンを指定します。

curl の例：アプリケーションのすべてのバックアップを返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>/appBackups' --header 'Accept: */*' --header 'Authorization:

Bearer <API_TOKEN>'

JSON 出力例

{

  "items": [

    {

      "type": "application/astra-appBackup",

      "version": "1.0",

      "id": "ed39fdb0-12db-497b-9e46-20036c1fb0d2",

      "name": "mariadb-mariadb-backup-20210617175900",

      "state": "completed",

      "stateUnready": [],

      "bytesDone": 0,

      "percentDone": 100,

      "metadata": {

        "labels": [],

        "creationTimestamp": "2021-06-17T17:59:09Z",

        "modificationTimestamp": "2021-06-17T17:59:09Z",

        "createdBy": "fb093413-b6fc-4a64-a48a-afc32ada8537"

      }

    }

  ],

  "metadata": {}

}

管理アプリのスナップショットを作成します

特定の管理対象アプリケーションのスナップショットを作成できます。

作業を開始する前に

スナップショットを作成する管理対象アプリケーションの ID が必要です。必要に応じて、ワークフローを使
用できます "管理対象アプリケーションをリストします" アプリケーションを検索します。
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1. スナップショットを作成します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

投稿（ Post ） /accounts / ｛ account_id ｝ /k8s/v1/managedApps/｛ managedApp_id ｝
/appSnaps

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

管理アプリ ID パス はい。 Snapshot を作成する管理対象アプリケーションを指定しま
す。

JSON ボディ（
Body ）

はい。 Snapshot のパラメータを提供します。以下の例を参照して
ください。

JSON の入力例

{

  "type": "application/astra-appSnap",

  "version": "1.0",

  "name": "snapshot-david-1"

}

curl の例：アプリケーションのスナップショットを作成します

curl --location -i --request POST

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>/appSnaps' --header 'Content-Type: application/astra-appSnap+json'

--header 'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>' --d

@JSONinput

管理対象アプリケーションのバックアップを作成

特定の管理対象アプリケーションのバックアップを作成できます。バックアップを使用
して、アプリケーションのリストアやクローニングを行うことができます。

作業を開始する前に

バックアップを作成する管理対象アプリケーションの ID が必要です。必要に応じて、ワークフローを使用で
きます "管理対象アプリケーションをリストします" アプリケーションを検索します。
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1. バックアップを作成します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

投稿（ Post ） /accounts / ｛ account_id ｝ /k8s/v1/managedApps/｛ managedApp_id ｝
/appBackups

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

管理アプリ ID パス はい。 バックアップを作成する管理対象アプリケーションを指定
します。

JSON ボディ（
Body ）

はい。 バックアップのパラメータが表示されます。以下の例を参
照してください。

JSON の入力例

{

  "type": "application/astra-appBackup",

  "version": "1.0",

  "name": "backup-david-1"

}

curl の例：アプリケーションのバックアップを作成します

curl --location -i --request POST

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>/appBackups' --header 'Content-Type: application/astra-

appBackup+json' --header 'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer

<API_TOKEN>' --d @JSONinput

Snapshot を削除します

管理対象アプリケーションに関連付けられている Snapshot を削除することができま
す。

作業を開始する前に

次の情報が必要です。
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• スナップショットを所有する管理対象アプリケーションの ID 。必要に応じて、ワークフローを使用でき
ます "管理対象アプリケーションをリストします" アプリケーションを検索します。

• 削除する Snapshot の ID 。必要に応じて、ワークフローを使用できます "Snapshot を一覧表示します" を
クリックしてください。

1. スナップショットを削除します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

削除 /accounts / ｛ account_id ｝ /k8s/v1/managedApps_｛ managedApp_id ｝
/appSnaps/｛ appSnap_id ｝

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

管理アプリ ID パス はい。 スナップショットを所有する管理アプリケーションを指定
します。

Snapshot ID パス はい。 削除する Snapshot を指定します。

curl の例：アプリケーションのスナップショットを 1 つ削除します

curl --location -i --request DELETE

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>/appSnaps/<SNAPSHOT_ID>' --header 'Accept: */*' --header

'Authorization: Bearer <API_TOKEN>'

バックアップを削除します

管理対象アプリケーションに関連付けられているバックアップを削除することができま
す。

作業を開始する前に

次の情報が必要です。

• バックアップを所有する管理対象アプリケーションの ID 。必要に応じて、ワークフローを使用できます "

管理対象アプリケーションをリストします" アプリケーションを検索します。

• 削除するバックアップの ID 。必要に応じて、ワークフローを使用できます "バックアップをリスト表示し
ます" をクリックしてください。
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1. バックアップを削除します

次の REST API 呼び出しを実行します。

障害が発生したバックアップは、次に示すオプションの要求ヘッダーを使用して強制的に削除
できます。

HTTP メソッド パス

削除 /accounts / ｛ account_id ｝ /k8s/v1/managedApps / ｛ managedApp_id ｝
/appBackups / ｛ appBackup_id ｝

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

管理アプリ ID パス はい。 バックアップを所有する管理アプリケーションを指定しま
す。

バックアップ ID パス はい。 削除するバックアップを指定します。

強制的に削除します ヘッダー いいえ 失敗したバックアップを強制的に削除する場合に使用しま
す。

curl の例：アプリケーションのバックアップを 1 つ削除します

curl --location -i --request DELETE

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>/appBackups/<BACKUP_ID>' --header 'Accept: */*' --header

'Authorization: Bearer <API_TOKEN>'

curl の例： force オプションを使用して、アプリケーションのバックアップを 1 つ削除します

curl --location -i --request DELETE

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<MANAGED

_APP_ID>/appBackups/<BACKUP_ID>' --header 'Accept: */*' --header

'Authorization: Bearer <API_TOKEN>' --header 'Force-Delete: true'

アプリケーションのクローニングとリストア

管理対象アプリケーションのクローンを作成します

既存の管理対象アプリケーションをクローニングして、新しいアプリケーションを作成
できます。
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作業を開始する前に

このワークフローについては、次の点に注意してください。

• アプリケーションのバックアップまたはスナップショットは使用されません

• クローニング処理は同じクラスタ内で実行されます

アプリケーションを別のクラスタにクローニングするには、 JSON 入力の「 clusterId 」パラメ
ータを環境に応じて更新する必要があります。

1. クローンを作成する管理アプリを選択します

ワークフローを実行 "管理対象アプリケーションをリストします" をクリックし、クローニングするアプリケ
ーションを選択します。アプリケーションのクローニングに使用される REST 呼び出しには、いくつかのリ
ソース値が必要です。

2. アプリを複製します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

投稿（ Post ） /account/{accountID}/k8s/v1/managedApps

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

JSON ボディ（
Body ）

はい。 クローニングされたアプリケーションのパラメーターを提
供します。以下の例を参照してください。

JSON の入力例

{

  "type": "application/astra-managedApp",

  "version": "1.0",

  "name": "postgres1-postgresql-clone",

  "clusterID": "30880586-d579-4d27-930f-a9633e59173b",

  "sourceClusterID": "30880586-d579-4d27-930f-a9633e59173b",

  "namespace": "davidns-postgres-app",

  "sourceAppID": "e591ee59-ea90-4a9f-8e6c-d2b6e8647096"

}
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curl の例：アプリケーションのクローンを作成します

curl --location -i --request POST

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps'

--header 'Content-Type: application/astra-managedApp+json' --header '*/*'

--header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>' --d @JSONinput

スナップショットから管理アプリのクローンを作成します

アプリケーションスナップショットからアプリケーションをクローニングして、新しい
アプリケーションを作成できます。

作業を開始する前に

このワークフローについては、次の点に注意してください。

• アプリケーションスナップショットが使用されます

• クローニング処理は同じクラスタ内で実行されます

アプリケーションを別のクラスタにクローニングするには、 JSON 入力の「 clusterId 」パラメ
ータを環境に応じて更新する必要があります。

1. クローンを作成する管理アプリを選択します

ワークフローを実行 "管理対象アプリケーションをリストします" をクリックし、クローニングするアプリケ
ーションを選択します。アプリケーションのクローニングに使用される REST 呼び出しには、いくつかのリ
ソース値が必要です。

2. 使用するスナップショットを選択します

ワークフローを実行 "Snapshot を一覧表示します" をクリックし、使用する Snapshot を選択します。

3. アプリを複製します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

投稿（ Post ） /account/{accountID}/k8s/v1/managedApps

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。
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パラメータ を入力し
ます

必須 説明

JSON ボディ（
Body ）

はい。 クローニングされたアプリケーションのパラメーターを提
供します。以下の例を参照してください。

JSON の入力例

{

  "type": "application/astra-managedApp",

  "version": "1.0",

  "name": "postgres1-postgresql-clone",

  "clusterID": "30880586-d579-4d27-930f-a9633e59173b",

  "sourceClusterID": "30880586-d579-4d27-930f-a9633e59173b",

  "namespace": "davidns-postgres-app",

  "snapshotID": "e24515bd-a28e-4b28-b832-f3c74dbf32fb",

  "sourceAppID": "e591ee59-ea90-4a9f-8e6c-d2b6e8647096"

}

curl の例： Snapshot からアプリケーションをクローニングします

curl --location -i --request POST

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps'

--header 'Content-Type: application/astra-managedApp+json' --header '*/*'

--header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>' --d @JSONinput

バックアップから管理対象アプリケーションをクローニングする

アプリケーションバックアップからクローニングすることで、新しい管理対象アプリケ
ーションを作成できます。

作業を開始する前に

このワークフローについては、次の点に注意してください。

• アプリケーションのバックアップが使用されます

• クローニング処理は同じクラスタ内で実行されます

アプリケーションを別のクラスタにクローニングするには、 JSON 入力の「 clusterId 」パラメ
ータを環境に応じて更新する必要があります。

1. クローンを作成する管理アプリを選択します

ワークフローを実行 "管理対象アプリケーションをリストします" をクリックし、クローニングするアプリケ
ーションを選択します。アプリケーションのクローニングに使用される REST 呼び出しには、いくつかのリ
ソース値が必要です。
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2. 使用するバックアップを選択します

ワークフローを実行 "バックアップをリスト表示します" 使用するバックアップを選択します。

3. アプリを複製します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

投稿（ Post ） /account/{accountID}/k8s/v1/managedApps

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

JSON ボディ（
Body ）

はい。 クローニングされたアプリケーションのパラメーターを提
供します。以下の例を参照してください。

JSON の入力例

{

  "type": "application/astra-managedApp",

  "version": "1.0",

  "name": "postgres1-postgresql-clone",

  "clusterID": "30880586-d579-4d27-930f-a9633e59173b",

  "sourceClusterID": "30880586-d579-4d27-930f-a9633e59173b",

  "namespace": "davidns-postgres-app",

  "backupID": "e24515bd-a28e-4b28-b832-f3c74dbf32fb",

  "sourceAppID": "e591ee59-ea90-4a9f-8e6c-d2b6e8647096"

}

curl の例：バックアップからアプリケーションをクローニングします

curl --location -i --request POST

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps'

--header 'Content-Type: application/astra-managedApp+json' --header '*/*'

--header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>' --d @JSONinput

管理アプリをバックアップからリストアします

バックアップから新しいアプリケーションを作成して、管理対象アプリケーションをリ
ストアすることができます。
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1. 復元する管理アプリを選択します

ワークフローを実行 "管理対象アプリケーションをリストします" をクリックし、クローニングするアプリケ
ーションを選択します。アプリケーションのクローニングに使用される REST 呼び出しには、いくつかのリ
ソース値が必要です。

2. 使用するバックアップを選択します

ワークフローを実行 "バックアップをリスト表示します" 使用するバックアップを選択します。

3. アプリを復元します

次の REST API 呼び出しを実行します。バックアップ（以下を参照）または Snapshot の ID を指定する必要
があります。

HTTP メソッド パス

PUT /account/{accountID}/k8s/v1/managedApps/{appID}

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

JSON ボディ（
Body ）

はい。 クローニングされたアプリケーションのパラメーターを提
供します。以下の例を参照してください。

JSON の入力例

{

  "type": "application/astra-managedApp",

  "version": "1.2",

  "backupID": "e24515bd-a28e-4b28-b832-f3c74dbf32fb"

}

curl の例：バックアップからアプリを所定の場所にリストアします

curl --location -i --request PUT

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/k8s/v1/managedApps/<APP_ID>

' --header 'Content-Type: application/astra-managedApp+json' --header

'*/*' --header 'ForceUpdate: true' --header 'Authorization: Bearer

<API_TOKEN>' --d @JSONinput
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サポート

通知を一覧表示します

特定のアストラアカウントの通知をリストできます。この処理は、システムアクティビ
ティの監視や問題のデバッグの一環として実行できます。

1. 通知を一覧表示します

次の REST API 呼び出しを実行します。

HTTP メソッド パス

取得 /account/{accountID}/core/v1/notifications

追加の入力パラメータ

すべての REST API 呼び出しに共通するパラメータに加えて、この手順の curl の例では次のパラメータも使
用されます。

パラメータ を入力し
ます

必須 説明

フィルタ クエリ いいえ 必要に応じて、応答で返す通知をフィルタリングします。

含める クエリ いいえ 必要に応じて、応答で返す値を選択します。

curl の例：すべての通知を返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/core/v1/notifications'

--header 'Accept: */*' --header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>'

curl の例：重大度が WARNING の通知について概要を返します

curl --location -i --request GET

'https://astra.netapp.io/accounts/<ACCOUNT_ID>/core/v1/notifications?filte

r=severity%20eq%20'warning'&include=description' --header 'Accept: */*'

--header 'Authorization: Bearer <API_TOKEN>'

JSON 出力例
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{

  "items": [

    [

      "Trident on cluster david-ie-00 has failed or timed out;

installation of the Trident operator failed or is not yet complete;

operator failed to reach an installed state within 300.00 seconds;

container trident-operator not found in operator deployment"

    ],

    [

      "Trident on cluster david-ie-00 has failed or timed out;

installation of the Trident operator failed or is not yet complete;

operator failed to reach an installed state within 300.00 seconds;

container trident-operator not found in operator deployment"

    ]

  ],

  "metadata": {}

}

失敗したアプリを削除します

バックアップまたはスナップショットが失敗した場合、管理アプリを削除できないこと
があります。この場合、以下に説明するワークフローを使用して、アプリケーションを
手動で削除できます。

1. 削除する管理アプリを選択します

ワークフローを実行 "管理対象アプリケーションをリストします" をクリックし、削除するアプリケーション
を選択します。

2. アプリケーションの既存のバックアップを一覧表示します

ワークフローを実行 "バックアップをリスト表示します"。

3. すべてのバックアップを削除します

ワークフローを実行して、すべてのアプリケーションバックアップを削除します "バックアップを削除します"

リスト内のバックアップごとに、

4. アプリケーションの既存のスナップショットを一覧表示します

ワークフローを実行 "Snapshot を一覧表示します"。

5. すべてのスナップショットを削除します

ワークフローを実行 "Snapshot を削除します" リスト内の各 Snapshot から削除します。
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6. アプリケーションを削除します

ワークフローを実行 "アプリの管理を解除します" アプリケーションを削除します。
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